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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス局とワイヤレスに通信するための装置であって、
　第１の受信機を備え、第１の時間期間中に、前記ワイヤレス局からバックオフ信号を受
信するように構成された第１のトランシーバ、前記バックオフ信号は、第２の時間期間を
示すように構成される、と、
　前記第１のトランシーバに動作するように結合され、かつ前記第１のトランシーバが前
記第２の時間期間中にワイヤレス信号を送信することを抑制するように構成されたプロセ
ッサ、前記第１の受信機は、動作中、第１の送信帯域幅でワイヤレスにデータパケットを
受信し、第１の電力レベルで電力を消費するようにさらに構成される、と、
　前記第１の受信機に動作するように結合され、かつ、前記ワイヤレス局から受信された
ウェイクアップ信号を検出するように構成された第２の受信機、前記第２の受信機は、動
作中、前記第１の電力レベルよりも低い第２の電力レベルで電力を消費するように構成さ
れる、と
　を備え、
　前記プロセッサは、前記第１の受信機および前記第２の受信機に動作するように結合さ
れ、かつ前記第２の受信機が前記ウェイクアップ信号を首尾よく検出するとき、前記第１
の受信機をウェイクアップさせるように、かつ繰り返し発生する（recurring）時間期間
を、関連付けられた前記ワイヤレス局に基づいて決定するように構成され、
　前記ウェイクアップ信号の第２の送信帯域幅は、前記第１の送信帯域幅よりも小さく、
前記第２の受信機は、ワイヤレスチャネルを介して前記ウェイクアップ信号を検出するよ
うに構成され、前記ワイヤレスチャネルの帯域幅は、前記送信帯域幅よりも小さく、
　前記第２の受信機は、前記繰り返し発生する時間期間に基づいて前記ウェイクアップ信
号を検出するようにさらに構成される、装置。
【請求項２】
　前記バックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続時間の情報を備えるプリアンブ
ルをさらに備え、前記プロセッサは、前記第１のトランシーバが前記送信持続時間中に前
記ワイヤレス信号を送信することを抑制するようにさらに構成される、請求項１に記載の
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装置。
【請求項３】
　前記送信持続時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を備える、請求項２
に記載の装置。
【請求項４】
　前記バックオフ信号はチェックサムをさらに備え、前記プロセッサは、前記チェックサ
ムに基づいて前記バックオフ信号の首尾よい復号を検出するようにさらに構成される、請
求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記バックオフ信号の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルの送信帯域幅
よりも小さい、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記ワイヤレス局は、前記第２の時間期間中に、第２の受信機に別の信号を送信するよ
うにさらに構成され、前記第１のトランシーバによって送られた前記ワイヤレス信号の不
在は、前記第２の時間期間中に前記第２の受信機によって受信される前記別の信号への干
渉を低減する、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記バックオフ信号は、データを含むペイロードをさらに備え、前記第２の受信機は、
前記データを復号するようにさらに構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記バックオフ信号は、少なくとも１つの単相信号を含むペイロードをさらに備え、前
記第２の受信機は、前記少なくとも１つの単相信号を検出するために複数の相関器をさら
に備える、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記バックオフ信号は、少なくとも１つの第１のウェイクアップ信号および第２のウェ
イクアップ信号をさらに備え、前記少なくとも１つの第１のウェイクアップ信号は、前記
第２の受信機をウェイクアップさせるように構成され、前記第２のウェイクアップ信号は
、第３の受信機をウェイクアップさせるように構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１のトランシーバは、前記ワイヤレス局によって送信された送信可（clear to s
end）信号を受信するようにさらに構成され、前記送信可信号は、前記第１の時間期間ま
たは前記第２の時間期間のうちの少なくとも１つを含む第３の時間期間を示し、前記プロ
セッサは、前記第１のトランシーバが前記第３の時間期間中前記ワイヤレス信号を送信す
ることを抑制するようにさらに構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１のトランシーバは、前記ワイヤレス局によって送信されたヌルフレームを受信
するように構成され、前記プロセッサは、少なくとも部分的に前記ヌルフレームに基づい
てクリアチャネルアセスメントを行うようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第１の受信機は、前記第１の受信機が前記データパケットを受信した後にスリープ
するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記繰り返し発生する時間期間は、規格によって定義される繰り返し発生する時間期間
を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記繰り返し発生する時間期間は、前記プロセッサと送信機局との間でネゴシエートさ
れる繰り返し発生する時間期間を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ウェイクアップ信号は、前記ウェイクアップ信号の送信持続時間の情報を含むプリ
アンブルをさらに備え、前記第２の受信機は、前記送信持続時間の少なくとも１つの部分
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中に前記ウェイクアップ信号の少なくとも１つの部分を検出する、請求項１に記載の装置
。
【請求項１６】
　前記プリアンブルは、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルである、請求項１５に記載の
装置。
【請求項１７】
　前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１送信帯域幅よりも小さく、前記ワイヤ
レスチャネルの前記帯域幅は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１送信帯域幅よりも小さい、請求
項１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブル送信帯域幅よりも小さく
、前記ワイヤレスチャネルの前記帯域幅は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブル送信
帯域幅よりも小さい、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ウェイクアップ信号は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵを備え、前記プロセッサは
、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵを復調するようにさらに構成される、請求項１に記
載の装置。
【請求項２０】
　前記ウェイクアップ信号は、チェックサムをさらに備え、前記プロセッサは、前記チェ
ックサムに基づいて前記ウェイクアップ信号の首尾よい復号を検出するようにさらに構成
される、請求項１に記載の装置。
【請求項２１】
　前記ウェイクアップ信号は、ペイロードをさらに備え、前記プロセッサは、前記ペイロ
ードを復号するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ウェイクアップ信号は、少なくとも１つの単相信号を含むペイロードをさらに備え
、前記第２の受信機は、前記少なくとも１つの単相信号を検出するようにさらに構成され
た複数の相関器をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項２３】
　別のウェイクアップ信号は、第３の受信機をウェイクアップさせるために送信機局によ
って送信される、請求項１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ウェイクアップ信号および前記別のウェイクアップ信号は、前記ウェイクアップ信
号の送信持続時間、または前記別のウェイクアップ信号の別の送信持続時間のうちの少な
くとも１つの情報を備えるプリアンブルを共有する、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　送信機局が前記ウェイクアップ信号を送信した後に、ヌルフレームは前記送信機局によ
って送信され、前記プロセッサは、少なくとも部分的に前記ヌルフレームに基づいてクリ
アチャネルアセスメントを行うようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第２の受信機は、送信機局によって送信された送信可信号を受信するようにさらに
構成され、前記送信可信号は、前記ウェイクアップ信号の送信時間期間の情報を備える、
請求項１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記送信可信号は、前記送信機局のアドレス、前記第２の受信機のアドレス、または別
の所定のアドレスのうちの少なくとも１つの情報を備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記第２の受信機は、オンオフ変調または周波数偏移変調のうちの少なくとも１つを使
用して前記ウェイクアップ信号を検出するように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項２９】
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　ワイヤレス媒体を介してワイヤレスの第１のトランシーバ、第２のトランシーバ、およ
び第２のワイヤレス受信機とワイヤレスに通信するための装置であって、前記装置は、
　　前記第２のワイヤレス受信機の較正係数および位相同期ループ（ＰＬＬ）コンバージ
時間と、低電力ウェイクアップ信号の持続時間とに少なくとも部分的に基づいて、バック
オフ時間期間を決定し、
　　前記第１のトランシーバが前記バックオフ時間期間中前記ワイヤレス媒体へのアクセ
スを保留することを示すように構成された送信可（ＣＴＳ）フレームを生成する
　ように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに動作するように結合され、かつ、
　　第１の送信帯域幅で前記第１のトランシーバにデータパケットを送信し、
　　前記第１のトランシーバに送信可（ＣＴＳ）フレームを送信し、かつ前記第１の送信
帯域幅よりも小さい第２の送信帯域幅を用いて、ワイヤレスチャネル上で前記第２の受信
機に低電力ウェイクアップ信号を送信する
　ように構成された送信機と
　を備え、前記ウェイクアップ信号は、前記第２のトランシーバをウェイクアップさせる
ように構成される、装置。
【請求項３０】
　バックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続時間の情報を備えるプリアンブルを
さらに備え、前記第１のトランシーバは、前記バックオフ信号の前記送信持続時間中前記
ワイヤレス媒体への前記アクセスを保留するようにさらに構成される、請求項２９に記載
の装置。
【請求項３１】
　バックオフ信号はチェックサムをさらに備え、前記第１のトランシーバまたは前記第２
の受信機のうちの少なくとも１つは、前記チェックサムに基づいて前記バックオフ信号の
首尾よい復号を検出するように構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　バックオフ信号は、データを備えるペイロードをさらに備え、前記第１のトランシーバ
または前記第２の受信機のうちの少なくとも１つは、前記データを復号するようにさらに
構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
　バックオフ信号の送信持続時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を備え
る、請求項２９に記載の装置。
【請求項３４】
　前記ウェイクアップ信号の前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブ
ルの送信帯域幅よりも小さい、請求項２９に記載の装置。
【請求項３５】
　バックオフ信号は、少なくとも１つの単相信号を備えるペイロードをさらに備え、前記
第１のトランシーバまたは前記第２の受信機のうちの少なくとも１つは、前記少なくとも
１つの単相信号を検出するために複数の相関器をさらに備える、請求項２９に記載の装置
。
【請求項３６】
　前記送信機は、別のバックオフ信号を送信するようにさらに構成され、前記別のバック
オフ信号は、第３の受信機をウェイクアップさせるように構成される、請求項２９に記載
の装置。
【請求項３７】
　前記バックオフ信号および前記別のバックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続
時間、または前記別のバックオフ信号の別の送信持続時間のうちの少なくとも１つの情報
を備えるプリアンブルを共有する、請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記送信機は、ヌルフレームを送信するようにさらに構成され、前記第１のトランシー



(5) JP 2015-529412 A5 2017.4.27

バまたは前記第２の受信機のうちの少なくとも１つは、少なくとも部分的に前記ヌルフレ
ームに基づいてクリアチャネルアセスメントを行うようにさらに構成される、請求項２９
に記載の装置。
【請求項３９】
　前記送信機は、オンオフ変調または周波数偏移変調のうちの少なくとも１つを使用して
バックオフ信号を送信するようにさらに構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項４０】
　ワイヤレス局とワイヤレスに通信する方法であって、
　第１の受信機が、第１の送信帯域幅でデータパケットを受信すること、前記第１の受信
機は、動作中、第１の電力レベルで電力を消費するように構成される、と、
　第１の受信機が、第１の時間期間中に、前記ワイヤレス局からバックオフ信号を受信す
ること、前記バックオフ信号は、第２の時間期間を示すように構成される、と、
　前記第１の受信機に動作するように結合されたプロセッサが、前記第２の時間期間中ワ
イヤレス信号を送信するのを控えることと、
　前記第１の受信機に動作するように結合された第２の受信機が、前記ワイヤレス局から
受信されたウェイクアップ信号を検出すること、前記第２の受信機は、動作中、前記第１
の電力レベルよりも低い第２の電力レベルで電力を消費するように構成される、と、
　前記プロセッサを介して、第２の受信機が前記ウェイクアップ信号を首尾よく検出する
とき、前記第１の受信機をウェイクさせること、ここにおいて、前記プロセッサは、第２
の受信機に動作するように結合される、と、
　前記プロセッサを介して、繰り返し発生する時間期間を、関連付けられた前記ワイヤレ
ス局に基づいて決定することと
　を備え、
　前記ウェイクアップ信号の第２の送信帯域幅は、前記第１の送信帯域幅よりも小さく、
前記第２の受信機は、ワイヤレスチャネルを介して前記ウェイクアップ信号を検出するよ
うに構成され、前記ワイヤレスチャネルの帯域幅は、前記送信帯域幅よりも小さく、
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記繰り返し発生する時間期間に基づいて
前記ウェイクアップ信号を検出することを備える、方法。
【請求項４１】
　前記バックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続時間の情報を備えるプリアンブ
ルをさらに備え、前記ワイヤレス信号を送信するのを控えることは、前記送信持続時間中
前記ワイヤレス信号を送信するのを控えることを備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記送信持続時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を備える、請求項４
１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記バックオフ信号はチェックサムをさらに備え、前記バックオフ信号を受信すること
は、前記チェックサムに基づいて前記バックオフ信号の首尾よい復号を検出することをさ
らに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４４】
　前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１送信帯域幅よりも小さい、請求項４０
に記載の方法。
【請求項４５】
　前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブル送信帯域幅よりも小さく
、前記ワイヤレスチャネルの前記帯域幅は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブル送信
帯域幅よりも小さい、請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　前記方法は、
　前記ワイヤレス局によって送信されたヌルフレームを受信することと、
　少なくとも部分的に前記ヌルフレームに基づいてクリアチャネルアセスメントを行うこ
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とと
　をさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４７】
　前記方法は、
　前記ワイヤレス局によって送信された送信可信号を受信すること、前記送信可信号は、
第３の時間期間の情報を示すように構成され、前記第３の時間期間は、前記第１の時間期
間または前記第２の時間期間のうちの少なくとも１つを備える、と、
　前記第３の時間期間中前記ワイヤレス信号を送信するのを控えることと
　をさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４８】
　前記方法は、前記データパケットを受信するために前記第１の受信機をウェイクさせた
後に、または前記データパケットを受信するために前記第１の受信機をウェイクさせる前
に、前記第１の受信機を非アクティベートすることをさらに備える、請求項４０に記載の
方法。
【請求項４９】
　前記方法は、前記ウェイクアップ信号を検出する前に、または前記ウェイクアップ信号
を検出した後に前記第２の受信機を非アクティベートすることをさらに備える、請求項４
０に記載の方法。
【請求項５０】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、繰り返し発生する時間期間で前記ウェイク
アップ信号を検出することを備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項５１】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記ウェイクアップ信号の送信時間期間を
検出することをさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項５２】
　前記送信時間期間を検出することは、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルに基づいて前
記送信時間期間を検出することを備える、請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記送信時間期間を検出することは、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を検
出することを備える、請求項５１に記載の方法。
【請求項５４】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記ウェイクアップ信号のチェックサムに
基づいて前記ウェイクアップ信号の首尾よい復号を検出することを備える、請求項５３に
記載の方法。
【請求項５５】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記ウェイクアップ信号のペイロードを復
号することをさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項５６】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、複数の相関器を使用して前記ウェイクアッ
プ信号を検出することをさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項５７】
　前記方法は、送信機局によって送られた送信可信号を検出することをさらに備え、前記
送信可信号は、前記ウェイクアップ信号の送信時間期間の情報を備える、請求項４０に記
載の方法。
【請求項５８】
　前記送信可信号を検出することは、前記送信可信号の少なくとも１つの宛先アドレスの
情報を検出することをさらに備え、前記少なくとも１つの宛先アドレスは、前記送信機局
のアドレス、前記第２の受信機のアドレス、または別の所定のアドレスのうちの少なくと
も１つの情報を備える、請求項５７に記載の方法。
【請求項５９】
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　前記ウェイクアップ信号を検出することはさらに、オンオフ変調または周波数偏移変調
のうちの少なくとも１つを使用して前記ウェイクアップ信号を復号することを備える、請
求項４０に記載の方法。
【請求項６０】
　ワイヤレス媒体を介してワイヤレスの第１のトランシーバ、第２のトランシーバ、およ
び第２のワイヤレス受信機とワイヤレスに通信する方法であって、
　第１の送信帯域幅を介して前記第１のトランシーバにデータパケットを送信することと
、
　前記第２のワイヤレス受信機の較正係数および位相同期ループ（ＰＬＬ）コンバージ時
間と、低電力ウェイクアップ信号の持続時間とに少なくとも部分的に基づいて、バックオ
フ時間期間を決定することと、
　前記第１のトランシーバが時間期間中前記ワイヤレス媒体へのアクセスを保留するよう
に、前記第１のトランシーバに前記時間期間を示すように構成された送信可（ＣＴＳ）フ
レームを生成することと、
　前記第１のトランシーバに前記送信可（ＣＴＳ）フレームを送信することと、
　前記第１の送信帯域幅よりも小さい第２の送信帯域幅を用いて、ワイヤレスチャネルを
介して前記第２の受信機に低電力ウェイクアップ信号を送信することと
　を備え、ウェイクアップ信号は、前記第２の受信機をウェイクアップさせるように構成
される、方法。
【請求項６１】
　バックオフ信号を生成することは、プリアンブルを備える前記バックオフ信号を生成す
ることをさらに備え、前記プリアンブルは、前記第１のトランシーバが前記バックオフ信
号の送信持続時間中前記ワイヤレス媒体への前記アクセスを保留するように、前記第１の
トランシーバに前記バックオフ信号の前記送信持続時間を示すように構成される、請求項
６０に記載の方法。
【請求項６２】
　バックオフ信号を生成することは、チェックサムを備える前記バックオフ信号を生成す
ることをさらに備え、前記第１のトランシーバまたは前記第２の受信機のうちの少なくと
も１つは、前記チェックサムに基づいて前記バックオフ信号の首尾よい復号を検出するよ
うに構成される、請求項６０に記載の方法。
【請求項６３】
　バックオフ信号を生成することは、データペイロードを備える前記バックオフ信号を生
成することをさらに備え、前記第１のトランシーバまたは前記第２の受信機のうちの少な
くとも１つは、前記データペイロードを復号するようにさらに構成される、請求項６０に
記載の方法。
【請求項６４】
　バックオフ信号を送信することは、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間中に前
記バックオフ信号を送信することを備える、請求項６０に記載の方法。
【請求項６５】
　前記ワイヤレスチャネルの前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１送信帯域幅
よりも小さくあるように構成される、請求項６０に記載の方法。
【請求項６６】
　バックオフ信号を生成することは、少なくとも１つの単相信号を備える前記バックオフ
信号を生成することを備える、請求項６０に記載の方法。
【請求項６７】
　前記方法は、
　前記第１のトランシーバが送信機の別の時間期間中に前記ワイヤレス媒体へのアクセス
を保留するように、前記第１のトランシーバに前記別の時間期間を示すように構成された
別のバックオフ信号を生成することと、
　第３の受信機をウェイクアップさせるように前記別のバックオフ信号を送信することと



(8) JP 2015-529412 A5 2017.4.27

　をさらに備える、請求項６０に記載の方法。
【請求項６８】
　バックオフ信号および別のバックオフ信号は、プリアンブルを共有し、前記プリアンブ
ルは、前記バックオフ信号の送信持続時間、または前記別のバックオフ信号の別の送信持
続時間のうちの少なくとも１つの情報を備える、請求項６０に記載の方法。
【請求項６９】
　前記方法は、ヌルフレームを送信することをさらに備え、前記第１のトランシーバまた
は前記第２の受信機のうちの少なくとも１つは、少なくとも部分的に前記ヌルフレームに
基づいてクリアチャネルアセスメントを行うようにさらに構成される、請求項６０に記載
の方法。
【請求項７０】
　バックオフ信号を送信することは、オンオフ変調または周波数偏移変調のうちの少なく
とも１つを使用して前記バックオフ信号を送信することを備える、請求項６０に記載の方
法。
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